
鹿児島市立星峯西小学校

令和４年８月２３日（火）

校長 谷口源太郎

今、子どもたちのために何をすべきか
～学力向上について見つめなおす～

チーム星峯西小学校で取り組む学力向上プランⅡ
科学的根拠（EVIDENCE）及びID（インポート・データ）に

基づく学力向上の具体策～

鹿児島県学力向上フォーラム



学校経営から見た
学力向上の取組

・三者連携、協働の仕組みづくり
（ｙ＝at＋bが意味すること）
・学習指導の質と量からの吟味・検討
・指導体制、取組範囲、内容、方法の整備
（ｐ⇔ｑ 必要十分条件の関係か？）
・組織的な取組にするために
・説明責任を果たす



教育活動の成果を説明
するための一次関数
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y：今年度の教育活動の成果

a：（a1学校＋a2家庭＋a3地域）の教育力

t：（t1学校＋t2家庭＋t3地域）で関わる時間等

b：前年度までの教育活動の成果

質
×

量



授業改善

＋
補充指導

＋
家庭学習

学力を向上させること（ｑ）とそのための取組（ｐ）

ｐ⇔ｑ 必要十分条件の関係になっているか？



学力定着のプロセス（※①②③すべてがそろう）
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学校での補充指導（量と質）

＋
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①取組範囲
□ 学校の取組 □ 家庭の取組 □ 地域の取組
②取組内容
□ 記憶をつくる→学力向上策についての研修体制
□ 記憶をしまう→学校における補充指導、家庭学習の仕組
□ 記憶をとりだす→適用問題、web問・よか問等の適用指導
③進行管理（月1回の学力向上委員会での情報共有）
□ 取組内容が確実に取り組まれているかの見届け体制の整備
□ 課題を共有し、同じ考え方の下で情報を共通認識できる場
④指導に関する人的配置
□ 指導実績のある教員の配置
□ TT指導体制の整備 □ （習熟度別）少人数指導体制の整備
⑤教員の資質向上（質の高い授業ができる人材の育成）
□ 一人一研究授業、実践記録・論文、短期研修等への参加 等

なぜ学力が向上しないのか？
留意して取り組むべきことは何か？



「知識・技能」の習得と「思考力・判断力・表現力等」
の育成との関係性・順序性

学び方（学習の進め方・仕方）/学習習慣・生活習慣の確立

学びに向かう力，人間性等の涵養

知識・技能の習得

思考力・判断力・表現力等の育成

確かな学力
子どもが身に付け
た知識・技能を基
に「見方・考え方」
を働かせる授業

B問題
主に活用

A問題

主に基礎・
基本

成功体験
学ぶ意義

個に応じた課題
の繰り返し指導
の徹底

わかった！
できた！考える
喜びや楽しさ
心構え



ヒトの脳と学力（能力資質）との関係
論理的思考・判断・想像力等

※ 知識・技能（「基礎・基本」）は【旧・古皮質】大脳辺縁系
（海馬）に貯蔵される。記憶機能（つくる→しまう→とりだす）

記憶・技能・習慣・意欲等



学力、学力向上に係る
様々なエビデンス

・グラス・スミス曲線
・ヒトの脳と記憶の仕組み
・ヒトの脳と学力の関係
・学力向上の取組を定量化する
（質と量の側面から）
・ID教育、IDに基づく学習指導



学力と学級規模の関係（グラス・スミス曲線）

①クラスの規模が小さいほど学力が上がる。
②中高生の方が小学生よりも少人数学級の恩恵が大きい。
グラス,S.Vとスミス,M.L著コロラド大教育研究所「学力と学校規模の関係を示すグラフ」（1979）p14から引用

学
力
（百
点
満
点
）

学級規模（人）

小学生

中・高生

a＞1/20
=5％以上
教員1人が指導する
児童生徒数の比率=

教員数/児童生徒数

a＜1/20

=5％以下

【学力と学級規模の関係】
◆学校が与えられた人員（指導方法改
善加配、専科、学習支援員、管理職等）
を有効に活用して20人以下の少人数で
の学習指導（授業、補充指導等）を行え
ば学力はより効果的に定着、向上する
。

義務教育標準法
40年ぶりに改正
・2/2閣議決定
・35人学級法案
2025年度までに
小学校全学年に
順次導入R3：小2

R4：小3 R5：小4

R6：小5 R7：小6

・鹿児島県小1・2
年すくすくプラン
31～35人学級に
1人配置（TT）有
・中学校の40人
学級は現状維持



ヒトの脳と記憶の仕組

短期記憶

数か月以上記憶
が持続する。

記憶は、最初は全て短期記憶に貯蔵
され、その中で重要だと脳が判断した
記憶が長期記憶に移され、長期間忘
れない記憶になる。勉強も理解し記憶
した内容をいかに長期記憶に入れる
かが重要となる。

記憶を司る海馬

感覚記憶

記憶の二重貯蔵モデル

長期記憶

数時間～数週間
で忘れてしまう。
※エビングハウスの忘却曲線

記銘（符号化）
↓↑

保持（貯蔵）
↓↑

想起（検索）

記銘（符号化）
↓↑

保持（貯蔵）
↓↑

想起（検索）



ヒトの脳と睡眠と記憶の仕組

短期記憶

長期記憶

【長期記憶に移す３つの条件】 ※記憶には睡眠が重要で一夜漬けは不適
１ 感情（感情が揺さぶられる体験、印象に残る出来事）
２ 回数（３～７回以上繰り返して覚える、記憶力には個人差あり）
３ 睡眠（睡眠を挟んで３～７回以上繰り返すことで整理される）
※学習したことは睡眠の間に短期記憶と長期記憶に振り分けられる。

忘却

記憶を司る海馬

睡眠

感覚記憶

早い時期に
復習を繰り
返すと効率
的に記憶
できる。



ID教育・IDに基づく学習指導とは、
教育・学習分野にID（import data）を導入する考え方のこと。
野村克也がヤクルトスワローズの監督時代に提唱した野球理論を
教育・学習の分野にも生かそうとする考え方である。
① 学習指導をこれまでの教師の経験や勘に頼るのではなく、デー
タを駆使して科学的根拠（evidence）をもって進めていく。
② 学習指導を量（時間、回数、人員等）と質（課題内容等）の2つの
側面から分析して、学力向上に取り組んでいく。

【参考】
ID野球（アイディーやきゅう）とは、野村克也がヤクルトスワローズの監督であった時に提
唱した野球理論。IDとはImport dataの略である。しばしば誤って「IDとはimportant data

の略である」とされるが、野村本人が「正確にはimport dataであり、important dataでは
ない」と断言している。

監督がチームを作り上げていく場合や選手がプレイする場合に、経験や勘に頼ることなく、
データを駆使して科学的に進めていくという手段である。

ヤクルトの捕手であった古田敦也は、頭脳を駆使した緻密な計算を元とした野球を野村か
ら徹底的に叩き込まれており、「ID野球の申し子」と評されていた（古田敦也#トヨタ自動車

時代も参照）。選手兼任監督就任後もデータを駆使した采配を行うこともあった。（ウィキペ
ディアより引用）

R3年度
全国学テ

〇
週2

〇
月1

〇 〇 〇
月1

×
国：＋6.3ｐ
算：＋1.8ｐ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%8E%E6%9D%91%E5%85%8B%E4%B9%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E3%83%A4%E3%82%AF%E3%83%AB%E3%83%88%E3%82%B9%E3%83%AF%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%82%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%8E%E7%90%83
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%A3%E7%9D%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%81%E3%83%BC%E3%83%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%B8%E6%89%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8D%95%E6%89%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E7%94%B0%E6%95%A6%E4%B9%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A0%AD%E8%84%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E7%94%B0%E6%95%A6%E4%B9%9F#%E3%83%88%E3%83%A8%E3%82%BF%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%B8%E6%89%8B%E5%85%BC%E4%BB%BB%E7%9B%A3%E7%9D%A3


授業
◆算数科（習熟度別）少人数指導
週5回×45分×35週=年間175単位時間

※授業時数はどの学校も同じであるが、
指導体制面（TT、少人数、専科制）で差あり

家庭学習（自学自習）
◆自作家庭学習ノートを使用して漢字・日記・
ローマ字・計算等の共通基礎課題（全学年）

月～土週6日×35週×80分=年間16,800分

学力向上策の定量化

【学力に最も影響するのは
何か？】
◆家庭の社会経済的背景
（SES：Socio-Economic 

Status：ソシオ・エコノミック

・ステイタス）家庭所得、父
親学歴、母親学歴の合成
指数。SESは変えられない
が子育て力は変えられる。

【学力と学級規模の関係】
グラス・スミス曲線

◆学級規模が小さくなれば
なるほど学力は高くなる。
変化が出るのは20人以下
の学級からである。

授業以外（補充指導）＋αの時間
◆朝学習：計算,漢字,文法等（15分）
【ベーシックタイム】
毎週火木２回×15分×35週=年間1050分

◆土曜授業（補充指導）＋TT

【チャレンジタイム】
第2土曜月1回×45分×10回=年間450分

合計1500分/年

※1500分/年＝1週間の授業時間数（45分
～50分×30コマ＝1350～1500分）と同等

＋デジタルドリルの有効活用



R4年度の学力向上策
全体計画における
具体的な取組
（令和4年度版）



これからの学習指導はこう進化していく

①TT指導（量）
②少人数指導（量）
③授業改善（質）
④学力補充指導（量）
⑤家庭学習（量・質）等

※35人学級の段階的導入（量）
※小高学年教科担任制の導入（質）
※デジタルドリル・AI教材の活用（量・質）

「アダプティブ・ラーニング」=適応学習

これからの学習指導

※個別最適化された学習指導の実現に向け
た具体策をどう立案し、推進していくか？
※アナログとデジタルの学習指導の融合をど
う図っていけばよいか？

これまでの学習指導



令和4年度 学力向上全体計画（確定版）



効果的で有効な取組事例

①学力向上委員会での情報共有、課題共有、
→組織的な実践→進捗状況の把握、見届け

②授業、補充指導、指導体制の整備と充実
（TT指導,少人数指導、専科指導）＋デジタル化

③家庭学習ノートを活用した基礎学力の定着→

家庭学習の質と量の確保＋デジタル化

④家庭教育力アップ共通実践事項（ノーメディア
タイム等）の実践化

⑤スポ少・部活動と家庭学習の両立策



令和４年度

チーム星峯西小学校で取り組む
教育の情報化

「確かな学力」を育む
これからの新たな学習指導システムの構築
～アナログとデジタルの学習指導の融合を目指して～

本校の学力向上及び全体研究テーマ



関 連 付 け

アナログ学習指導（紙の教科書、ドリル、教科用ノート、家庭学習ノート等）

デジタル学習指導（学習者用デジタル教科書、タブレット端末、

デジタルドリル、AI教材、ロイロノート、テレビ会議システム等）

家
庭
学
習

（授
業
以
外
）

補
充
指
導

授
業
改
善

※

全
教
科
領
域
を
研
究
対
象
に
し
て
全

学
年
で
実
践
す
る
。
手
立
て
の
有
効
性

を
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証
し
、
体
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的
に
ま
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め
て
い
く
。

※

矢
印
部
分
も
研
究
対
象
と
な
る
。

授
業
づ
く
り
を
中
心
と
し
て
学
年
、
発

達
段
階
、
教
科
、
領
域
、
教
材
等
で
違
い

が
あ
る
の
か
を
実
践
検
証
し
て
い
く
。

すべての教科領域で情報活用能力を基盤にして育成する

「確かな学力」：知育：校訓かしこく



◆学力向上【授業改善】
※主体的・対話的で深い学びを実現する授業
※アナログとデジタルによる学習指導の融合
① 各学年期（低・中・高）におけるタブレット端末を
活用できる学習活動はどのようなものがある？
※タブレット端末がもつ教育機能を生かす
② 課題解決学習の基本的な学習過程に応じた
ロイロノート、デジタルドリル等の有効な活用法
【学習過程】つかむ→見通す→調べる・考える→深める→まとめる→つなぐ

③ 各教科・領域の学習場面におけるロイロノート、
デジタルドリル等の有効な活用法
【学習場面】一斉学習、個別学習、協働学習



質の高い授業とは

児童生徒が当面している
問題に対して経験や

知識を再構成し子どもの自主的、
創造的、批判的な思考能力を
高めようとする学習方法

問題解決学習

基礎的、科学的知識の
系統的な学習を

重視する教授、学習方法

系統学習

質の高い授業の創造

問題解決学習と系統学習を止揚する
立場として開発された教授・学習方法

課題解決学習

キーワード
「課題解決学習」



アナログ学習とデジタル学習の配分の置き方（目安）

アナログと
デジタルの
バランス
（目安）

【低学年】
１年生 ２年生

【中学年】
３年生 ４年生

【高学年】
５年生 ６年生

デジタル
学習指導

アナログ
学習指導

タブレット端末
の活用程度

・
家庭への
持ち帰り

２

８

８

２

６

４

４

６

学校で慣れ
親しみ・使う
家庭への持ち帰り
不可

学校・家庭で
使いこなす
家庭への持ち帰り
可



授業の中での
ロイロノートの活用法



授業：学習場面に応じたICT活用事例（文科省資料）

A 一斉学習 B 個別学習 C 協働学習

挿絵や写真等を拡
大・縮小、画面へ
の書き込み等を活
用して分かりやす
く説明することによ
り、子どもたちの興
味・関心を高める
ことが可能となる。

A１：教員による教
材の提示

デジタル教材などの活用によ
り、自らの疑問について深く調
べることや自分に合った進度
で学習することが容易となる。
また、一人一人の学習履歴を
把握することにより、個々の理
解や関心の程度に応じた学び
を構築することが可能となる。

B1：個に応じる学習

B2：調査活動

B3：表現・制作

B4：家庭学習

タブレットPCや電子黒板を活

用し、教室内の授業や他地域
・海外の学校との交流学習に
おいて子ども同士による意見
交換、発表などお互いを高め
合う学びを通じて、思考力、判
断力、表現力などを育成する
ことが可能となる。

C1：発表や話し合い

C2：協働での意見整理

C3：協働制作

C4：学校の壁を越えた学習

①デジタルドリルを活用する際は、その内容や使用場面を十分検討する（授業の一部、自宅等での学習等）
②子供たちの学習状況を把握し、個別の学習支援につなげるとともに、子供が自ら学習の改善につなげられるようにする

A２：教員と子ども
全員によるまとめ



授業における学習過程と学習形態との関係

つかむ・見通す 調べる・考える 深める まとめる・つなぐ

【学習過程】

【学習形態の基本的な展開】

A 一斉学習 B 個別学習 C 協働学習 A 一斉学習

主体的・対話的で深い学び



つかむ

見通す

調べる・考える

深める

まとめる

つなぐ

学習過程 授業づくりでの活用のポイント

基本的な学習過程におけるICTを活用できる場面

A 一斉学習

B 個別学習

C 協働学習

A 一斉学習

（B 個別学習）

学習形態・場面

A１：教員による教材の提示

B1：個に応じる学習

B2：調査活動

B3：表現・制作

C1：発表や話し合い

C2：協働での意見整理

C3：協働制作

C4：学校の壁を越えた学習

B4：家庭学習

電子黒板、
写真、挿絵
音声、映像な
どの活用

タブレット端
末、インター
ネットによる
情報取集、
写真、動画
の記録、マル
チメディアを
用いた資料
作品の制作

タブレット端
末の持ち帰り

グループや
全体での話
し合い、意見
の整理、分
担しての作
品制作、交
流学習等



6年社会科「長く続いた戦争と人々の暮らし」 2022.01.27

A１：教員による教材の提示 教師用タブレットから児童タブレ
ットへ資料データをロイロで配信

児童用タブレット端末
へ配信されたデータ

鹿児島空襲実物資料

つかむ 見通す 調べる・考える

◆つかむ→見通す→調べる で活用

教師用タブレット端末から児童用タブレ
ットへロイロノートで資料データを送信。
めあて設定、調べる方法を見通して自
分で調べたことをまとめる部分で活用し
た。今後は、個別学習で調べたことをタ
ブレット内でまとめるか、ワークシートに
まとめるか、その後の学習記録、評価と
の兼ね合いで検討する。

B1：個に応じる学習



6年国語科「筆者の考えを読み取り、社会と生き方について
話し合おう」 2022.02.03

◆調べる→深める→まとめる で活用

子ども一人一人の考えをワークシートに書
き、書いたものをカメラで撮って教師用タブレ
ットに送信。グループ内の考えを出し合ってグ
ループの考えとしてホワイトボードに書いてま
とめる。まとめたことを学級全体で発表し合う
手順で深めていくことができた。アナログ・デ
ジタルともにデータの記録・保存ができる。

調べる・考える 深める まとめる

各グループの考えを
学級全体で共有し合
い深める。

児童用タブレット端末

から教師用タブレットへ考
えたことを写真で配信

データをグループ内で共有し、
グループとしての考えをまとめ
て、ホワイトボードに書く。

B1：個に応じる学習 C2：協働での意見整理 C1：発表や話し合い



授業の中での
デジタルドリルの活用法



タブレットドリルとは何か？（東京書籍から）



授業の終末でのデジタルドリルの活用法（例）

通常の授業においては、例えば終末段階において学習の習熟度を測る練習問題を解く
場面が考えられます。授業時間全体を踏まえつつ、練習問題を解く時間を設定します。

環境が整った際には、朝学習や放課後の授業外の学習や、自宅等に持ち帰って学習を
することも想定されます。また、児童生徒の実態に合わせて、宿題の内容や量を調整する
ことも考えられます。その際、時には取り組む内容、量、時間などの目標を子供が決める
機会をつくることも考えられます。



デジタルドリルの活用法（例）

小単元（3単位時間）での組み合わせ方

1時間目 2時間目 3時間目

【実験・観察等の授業】 【タブレットドリル
の活用】

3単位時間の最後の時間に学習内容の定着を目的に活用する



タブレット端末・デジタルドリルの活用法（例）

授業と家庭学習と補充指導での組み合わせ方

授 業 家庭学習

【漢字指導】 【家庭学習ノート】

授業や補充指導の時間でのタブレット端末の活用の可能性を検討

朝学習

【確かめテスト】



◆適用問題でのデジタルドリルの活用 ※算数少人数指導＋デジタルドリルの活用の実践
最後に本時で学習した2けた÷２けたのわり算の問題をデジタルドリルを活用して解かせ
る。採点はデジタルドリルが行い、その達成状況は自動集計され記録・保存できる。

４年１組 算数科「2けたでわるわり算」 2022年06月28日
B1：個に応じる学習

デジタルドリルでの適用問題を指示

算数科少人数指導 デジタルドリルで適用問題に取り組むタブレット準備



３年2組 算数科「たし算とひき算」 2022年06月21日

A１：教員による教材の提示

子どもたちの考えをロイロで集約する

先生のタブレット端末
へ写真を送信する

ワークシートに自分の考えを手書
きしてまとめる→写真に撮る

つかむ 見通す 調べる・考える

◆つかむ→見通す→考える で活用

デジタルドリルに内蔵された映像を活用して既習
内容を振り返る際に活用。

めあて設定、考える方法を見通した後、自分の考
えをワークシートに手書きでまとめる。タブレット
端末カメラで写真に撮り、教師用タブレット端末に
送信する。今後は、個別学習で考えたことを教師
用タブレット端末に集約する意図を明確にする必
要がある。学習記録、評価との兼ね合いで検討

B1：個に応じる学習

既習内容をデジタルドリル
の動画資料で想起する



◆深める→まとめる→適用問題 で活用

まず、グループ内の一人一人の考えをタブレ
ット端末を使って説明し合う。次にグループで
まとめた考えを大型モニターに映し出して学級
全体で発表し確認する。最後に本時で学習し
た2回繰り下がりのある問題をデジタルドリル

を活用して解かせる。採点はデジタルドリルが
行い、その達成状況は自動集計され記録・保
存できる。

深める まとめる

本時の学習を振り返り
ながらまとめる

グループ内で個の考えを共有し、グループとしての
考えをまとめる。→学級全体で共有して深める

３年2組 算数科「たし算とひき算」 2022年06月21日

B1：個に応じる学習

C2：協働での意見整理 C1：発表や話し合い A２：一斉学習でのまとめ

（適用学習）

デジタルドリルで適用問題に取り組む



◆学力向上
【補充指導】

（質・量の向上策）
※基礎学力（漢字の読み書き・計算等）の確
実な定着に重点を置いた取組
※アナログとデジタルによる学習指導の融合
① 毎週火・木（15分）のベーシックタイム
② 毎月第2土曜日（45分）のチャレンジタイム

→課題プリントとデジタルドリルの組み合わせ方



【基礎・基本】
読み・書き・計算等の
知識，理解，技能等
A問題（主に知識）

【応用力，活用力】
自ら考える力
思考・判断・表現
B問題（主に活用）

【その他】
家庭・地域との連携
学校の教育環境等

上位層
子ども・

教科・
学級

◎ノーメディアタイム、早寝
早起き朝ごはん
◎うち読

◎家庭学習ノートの有効

活用

◎スポ少、地域スポ、習い

事との両立

※家庭学習の課題も個
に応じて与える。
・共通課題：基礎問題
・個別課題：応用問題
自主課題

※デジタルドリルの活用

中位層
子ども・

教科・
学級

下位層
子ども・

教科・
学級

子ども・各教科・学級・学校全体の平均通過率（上位層：平均以上、中位層：平
均並、下位層：平均以下）に応じた学習課題の与え方は？

【子ども・教科・学級レベル】学習課題の重点の置き方

◎
重点

◎
重点

○

○
◎
重点

※どれだけ個別最適
化された学習課題を
与えられるか。

階層

課題の
種類



【職員研修】デジタルドリルの実技研修を行い
ました。 2022年01月19日

学校では令和4年度からの導入も含めてデジタルドリルの可能性を探りながら、
アナログとデジタルの学習指導をどう融合させていくかを研究していきます。



【朝学習】5年生デジタルドリルを活用した
学力補充指導 2022年02月09日

2月9日（水）朝の時間は学力補充指導の時間です。5年3組では「デジタルドリル」を活用して学力補

充指導が行われていました。現在、学校では「デジタルドリル」を試行的に活用する取組をしています。
アナログ式（課題プリント等）ドリルとデジタルドリルのそれぞれの良さを活かしながら、どのようにアナ
ログによる学習指導とデジタルによる学習指導を融合させていくかについて研究しています。



【朝学習】毎週火・木の朝は「ベーシックタイム」
に取り組んでいます。 2022年04月19日

◆毎週火、木の朝15分間は「ベーシックタイム」。学習の基礎・基本である漢字の

読み書きや計算力などを子どもたちにしっかりと定着するための取組ですべての
学級で行っています。→漢字帳、計算ドリル帳、課題プリント等を活用
◆毎月第2土曜日は「チャレンジタイム」という45分間の時間を使って問題練習に

取り組んでいます。学級によっては複数の教員が入ってきめ細やかな指導をして
関われるようにしています。→漢字帳、計算ドリル帳、課題プリント＋デジタルドリ
ルを組み合わせて活用



【土曜授業】1時間目に２～６年生の全学級で「チャレ
ンジタイム」を行いました。 2022年04月09日

学級によっては特別支援学級の担任や専科の先生方も入っていただいてTT（ティームティー

チング）の指導体制を組んで行っています。今回は、タブレット端末の更新、入替作業が準備
段階でしたので、プリントによる課題で対応しましたが、今後はタブレット端末の準備が完了
し次第、デジタルドリルを活用した取組も加えて進めていきます。



【土曜授業】4年生「チャレンジタイム」の取組
算数科少人数指導 2022年05月14日

5月14日（土）１校時に４年1組では、算数科の少人数指導が行われました。少人数によ

る指導により、きめ細やかな指導を行うことができます。今後は、この少人数指導に今年
度から新しく導入したデジタルドリル：教材名「タブレットドリル」を組み合わせた更にきめ細
やかな学習指導が行えるようにしていこうと考えています。

子どもの学習状況や進捗状況を容易に把握でき、補充的・発展的な学習を行う場面で、
個別の学習支援を行いやすくできる教材です。また、子ども自身がスムーズに解けた得意
な問題やつまずきのあった苦手な問題を把握し、学習の改善につなげる活用も期待でき
ます。

少人数指導＋デジタルドリルの組み合わせを検討



【補充指導】土曜授業日のチャレンジタイムの取組
6の2（デジタルドリル活用＋TT指導） 2022年05月14日

5月14日（土）の1校時に６年２組では、算数科でタブレットドリルで

取り組む単元を子どもたち自身に選択させてデジタルドリルに取り
組むパターンが行われていました。自分の苦手なところにチャレンジ
できる取組です。2人の教師がTTで個別指導にも取り組んでいます。

【デジタルドリル】定着の確認・習熟→１単元3段階（10分×3段階）の使い方



【補充指導】土曜授業日のチャレンジタイムの取組
6の3（家庭学習ノート→デジタルドリル） 2022年05月14日

5月14日（土）の1校時に６年３組では、家庭学習ノートを返却した

後にデジタルドリルを活用した補充指導を行いました。教師による
家庭学習ノートへのきめ細やかな添削指導・やり直しを行った上で
デジタルドリルに進む流れ・パターンが確立されています。

【家庭学習ノート】基礎基本の定着・習慣化→【デジタルドリル】定着の確認・習熟



◆学力向上
【家庭学習】（質・量の向上策）

※共通課題（漢字・単語・日記・計算等）

の確実な定着に重点を置いた取組
① 自校オリジナルの家庭学習ノートの活用
② 家庭学習課題（量と質）の与え方
③ 確実な見届け（担任・保護者）
④ 家庭学習時間の把握（諸検査等）

※自主課題として
⑤ デジタルドリルを併用する可能性を探る



家庭学習ノートの活用法と様式の見直し

保護者の確実な見届け

担任の賞賛・励まし

連
携

児童の実態に即した家庭学習ノートの様式を見直していく仕組みを構築する。
１ 低・中・高学年の系統性を常に吟味した様式に改善していく。
２ ノーメディアタイム・早寝・早起き・朝ご飯などを振り返る枠を設定する。
３ ４年生以上にアルファベットの書き方罫線を入れる。 など



自校オリジナルの家庭学習ノートの活用

家庭学習における家庭学習ノート
とデジタルドリルとの併用の可能性
も探りたい。



【家庭学習】R4年度版の新しい「家庭学習ノー
ト」が出来上がりました 2022年04月22日

前年度の学力向上委員会で3月末まで議論

して全教員の意見を反映させて完成させたも
のです。ノートサイズは全てA4版に統一。様

式は系統性を考慮して文字数、枠組等を調
整。特に4年生用にはローマ字の罫線を入れ

て毎日アルファベットを書けるようにしていま
す。

全ての学年・学級、全ての児童が使用する
家庭学習ノートです。漢字、日記、宅習の3点
セットをこの1冊に集約してあります。この家

庭学習ノートを活用して共通課題として基礎
基本の定着を図りながら、今後はデジタルド
リルと組み合わせた自主課題にも取り組ませ
ようと考えています。



各学年の子どもたちの家庭学習ノート模範的な例



家庭との連携
家庭教育力アップPTA共通実践事項

（家庭の教育環境の改善策）
→ノーメディアタイム
→早寝早起き朝ご飯
→読書活動（うち読）

※家庭教育充実研修会との連携



星峯西小学校家庭学習の目安時間

○学年×１０＋２０分（読書除く）

１年生３０分＋２０分 ２年生４０分＋１０分

３年生５０分 ４年生６０分
５年生７０分 ６年生８０分
※中1：９0分 中2：100分 中3：110分

関 連

家庭学習６０・９０（ろくまる・きゅうまる）
運動・・・・・・県P連の取組

「ノーメディアタイム」「早寝早起き朝ごはん」による効果



ノーメディアタイム

一家庭一家訓

早寝・早起き
朝ご飯

あいさつ運動
（家族・近所）

読 書 活 動
（うち読）

知育：かしこく

徳育：なかよく 体育：たくましく

学校，家庭，地域が連携し，「生きる力」を育むPTA活動
～家庭教育力アップ共通実践事項の取組～

星峯西小学校 ＰＴＡ研究テーマ



【スポ少等指導者】
・練習日（休養日2日）、
練習時間（2時間程度）
の厳守
・17時からスタート
・19時に終了、帰宅

【平日にスポ活動・習い事等をしている児童生徒の場合】

１７：００ １９：００ ２０：３０

帰
宅

家庭学習
夕 食

風 呂

就 寝

２２：００

【スポ少・地域スポ活動】帰宅
自由時間

１９：３０

野 球、ソフトボール

サッカー、ミニバスケット

バレーボール
自 由 （90分）

１６：００

柔 道

水 泳

放課後
児童
クラブ

（60分） 空 手 など

陸 上

←ノーメディアタイム→

【保護者へのお願い】
・夕食，風呂までの時間帯（19:30）
・勉強を始める時刻（20:30）
・就寝時刻（22:00）
３カ所で保護者から子どもへの声
かけを確実にしてください。
※ノーメディアタイム

【保護者へのお願い】

・就寝（22:00までに）

・翌朝起床(7:00までに)

・朝食を食べさせる

・登校(8:00までに)

※早寝早起き朝ご飯

3h
5h

⑤ 早寝早起き朝ごはん
【共通実践事項の具体的取組イメージ】

【習い事】



終



鹿児島学習定着度調査結果の推移グラフ等

【本校の事例】
Q：本校の子どもたちの
学力の実態はどうなの
か？

参考資料



R2本校 ７２．６ ７０．１ ６５．４ ６９．１ ２７７．１ / ６９．３

【分析・考察】※学力の下降傾向に歯止めをかけて県、市平均以上に転じた。
各教科の正答率の合計が３０１．６ｐ（前年比２４．５ｐアップ）。平均正答率は，７５．４ｐ
（前年比６．１ｐアップ）。市，県全体の平均を上回る結果となった。

今年度の学力向上に係る取組と結果を基に分析（量的、質的な面からの分析）するとと
もに，その改善策・具体策を早急に講じていく必要がある。

R３年度鹿学定結果と分析・考察（R4.2.1５時点)

R3本校 ７３．７ ８３．２ ６８．３ ７６．４ ３０１．６ / ７５．４

市 ７１．８ ７８．３ ６９．３ ７２．３ ２９１．７ / ７２．９

県 ７２．３ ８０．０ ７０．６ ７３．２ ２９６．１ / ７４．０

県平均差 １．４ ３．２ ▲２．３ ３．２ ５．５ / １．４

令和３年度 国 語 社 会 算 数 理 科 ４教科正答率合計 / 平均正答率

●「漢字の読み書き・計算、用語、定義」などの「知識・技能」

①朝のチャレンジタイムが水曜日毎週１回と月曜日第３、５週目のみであるが，時間数・
回数としてそれで十分といえるか。与えた課題は個に応じた適切な内容であったか。
②その他の具体策はないか？→学力補充の時間、土曜授業での学力補充，放課後の活
用，TT・習熟度別少人数指導等の効果はどうだったのか。
●「思考力・判断力・表現力」の育成
①ｗｅｂ問、過去問の取組状況はどうだったのか？
●家庭学習時間の確保、課題内容は適切だったのか？



【小５】 鹿児島学定調査結果の推移グラフ（H29～R３）

H29～R1年度までは県平均以上であったがその差は下
降傾向。R2においては県平均を4.4p下回る結果。

R3は前年比5.8p上昇し、県平均を上回る結果となった。
その要因を私たちは今年度の学力向上策を量的な側面

（時間、回数、指導体制等）と質的な側面（取り組ませた課

題等）から客観的かつ科学的に分析する必要がある。

前年比＋5.8ｐアップ
県平均＋1.4ｐ



【小５】 鹿児島学定調査結果の推移グラフ（H29～R３）

年度 国語 社会 算数 理科 平均 県平均 県差

H２９年度 74.6 67.3 62.6 73.2 69.4 66 3.4

H３０年度 64 78.1 67.7 60.2 67.5 65.1 2.4

R1年度 75.1 71.7 77.2 83.9 77.0 76.4 0.6

R2年度 72.6 70.1 65.4 69.1 69.3 73.7 -4.4

R3年度 73.7 83.2 68.3 76.4 75.4 74 1.4

過去5年算数の通過率が低い傾向→対策が必要



H29・30・ R1・3・4
全国学テ結果分析・

考察
【平均正答率等】

【本校】
全国・県との比較



全国学テ 県・全国平均値との差の推移（過去６年間）

※新型コロナ
のため中止

本 校 H29年度 県比：＋0.7p 全国比：±0p

H30年度 県比：＋5.0p 全国比：＋2.0p

H31/R1年度 県比：＋6.0p 全国比：＋6.3p

R2年度 県比： 中止 全国比： 中止
R3年度 県比：＋2.5p 全国比：＋4.0 

R４年度 県比：＋2.4p 全国比：＋3.7



（令和4年7月29日現在）

全教科
（全４７問）

６７．７
計203.0
６５．３
計１９６.０
６４．０
計１９２.１

＋3.7

＋2.4

【全教科】

学年 実施年度
国語

（全１４問）
算数

（全１６問）
理科

（全１７問）

本校
（122名） R4

６８．０
9.6問

６４．０
10.2問

７１．０
12.1問

県
（公立） R4

６６
9.3問

６３
10.1問

６７
11.4問

全国
（公立） R4

６５．６
9.2問

６３．２
10.1問

６３．３
10.8問

全国との差 ＋2.4 ＋0.8 ＋7.7

県との差 ＋2.0 ＋1.0 ＋4.0

R4 全国学テ調査結果との比較

◆県、全国との差（推移）はどうなっているか？
◆成果と課題はどこにあるか？
・教科、領域、基礎基本と活用、具体的な設問レベルの分析
・昨年度からの学校の取組（学力向上策）と学力検査結果の相関
・昨年度からの家庭の取組（自宅学習、家庭学習時間等）と 〃



R2・3・4
（2020・2021・2022）
標準学力検査（NRT）

結果分析
【教科総合・知能等】

【本校】



NRT結果と知能検査の推移表（過去8年間）

鹿児島市立星峯西小学校NRT偏差値全体集計

令和4年6月20日

年度 知能偏差値 教科偏差値

H２７年度 54.4 54.3 2015

H２８年度 53.6 53.9 2016

H２９年度 53.8 54.2 2017

H３０年度 54.1 54.5 2018

R1年度 54.3 52.9 2019

R２年度 53.4 51.5 2020

R3年度 52.6 52.6 2021

R4年度 52.1 53.1 2022

R5年度

R3，４月NRT

1.1ｐアップ

R4，４月NRT

0.5ｐアップ

OA（オーバーアチーバー）
2％増加
UA（アンダーアチーバー）
5％減少



NRT結果と知能検査の推移グラフ（過去8年間）

R3，４月NRT

1.1ｐアップ

R4，４月NRT

0.5ｐアップ

OA（オーバーアチーバー）2％増加
UA（アンダーアチーバー）5％減少

学力向上プラン
R3．4 start

【R3からの学力向上策】
・授業改善、算数科少人数指導（2人体制）
・デジタルドリルの導入（R4.1月～）
・学力向上委員会（月1）
・家庭学習ノートの全学年での活用
・家庭教育力アップ共通実践事項


